
　
　
平
成
三
〇
年
定
時
総
会
開
催

　
去
る
平
成
三
〇
年
四
月
二
五
日
、
市
立
勤
労
福
祉
会
館
に
お
い
て
、
（
公
社
）
神
奈

川
労
務
安
全
衛
生
協
会
横
須
賀
支
部
の
定
時
総
会
が
会
員
事
業
所
二
〇
九
社
中
一
四
一

社
（
委
任
状
含
む
）
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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支
部
長
就
任
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　  

日
産
自
動
車
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

追
浜
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

総
務
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

部
長
　
田
代 

亘

２０１８年５月第２４３号

第２４３号

（公社）神奈川労務安全衛生協会 

　
本
総
会
は
、
ご
来
賓
に
横
須
賀
労
働

基
準
監
督
署
よ
り
松
山
安
全
衛
生
課
長

な
ら
び
に
神
奈
川
労
務
安
全
衛
生
協
会

よ
り
伴
常
務
理
事
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

吉
田
氏
（
（
株
）
京
急
油
壺
マ
リ
ン
パ

ー
ク
）
の
司
会
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
最
初
に
支
部
活
動
に
貢
献
さ
れ
た

二

名

の

方

に

支

部

長

の

薦

野

氏

（
（
株
）
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ニ
ュ
ー
ク
リ

ア
・
フ
ュ
エ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
）
よ
り
、

労
務
安
全
衛
生
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
司
会
に
よ
る
総
会
成
立
報
告
の
後
、

松
村
氏
（
日
産
自
動
車
（
株
）
追
浜
工

場
）
に
よ
る
開
会
の
辞
に
続
き
、
議
長

に
薦
野
氏
が
就
任
し
、
さ
ら
に
書
記
に

宇
佐
美
氏
（
東
邦
化
学
工
業
（
株
）
）

な
ら
び
に
野
崎
氏
（
（
株
）
ニ
コ
ン
）

が
選
出
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
事
務
局
長
に
よ
る
平
成
二
九
年

度

の

事

業

報

告

の

後

、

高

橋

氏

（
（
株
）
ニ
フ
コ
）
よ
る
収
支
決
算
報

告
で
前
年
度
よ
り
三
九
万
円
以
上
の
事

業
収
益
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

中
澤
氏
（
（
株
）
サ
ン
テ
ッ
ク
）
か
ら

会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
平
成
三
〇
年
度
の
事
業
計
画
と
正

味
財
産
増
減
予
算
書
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
支
部
役
員
数
を
、
近
年
の
会

員
事
業
所
数
の
変
化
傾
向
を
踏
ま
え
て

改
定
す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
、
提
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
平
成
三
〇
・
三
一
年
度

の
役
員
、
支
部
長
、
副
支
部
長
、
部
会

長
、
会
計
お
よ
び
会
計
監
査
が
選
出
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
と
書
記
の
解
任
の
後
、
退
任
さ

れ
る
薦
野
支
部
長
な
ら
び
に
、
新
副
支

部
長
の
小
平
氏
（
住
友
重
機
械
工
業

（
株
）
）
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
松
山
安
全
衛
生
課
長
よ
り
、

湯
川
署
長
か
ら
の
ご
祝
辞
の
紹
介
が
あ

り
、
第
一
三
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に

則
り
、
労
働
災
害
の
一
層
の
減
少
に
向

け
た
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
伴
常
務

理
事
か
ら
は
、
全
国
産
業
安
全
衛
生
大

会
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
野
尻
氏
（
東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク

（
株
）
）
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、
定

時
総
会
は
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
辻
） 田　代　　亘






























 




























加々美けい子

　
去
る
平
成
三
〇
年
四
月
二
五
日
開
催
の

定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
横
須
賀
支
部

長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。つ
き

ま
し
て
は
支
部
長
就
任
に
あ
た
り
、一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
当

支
部
の
運
営
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、横
須
賀

労
働
基
準
監
督
署
の
ご
指
導
と
ご
指
示
に

よ
り
ま
し
て
、
各
種
事
業
計
画
が
順
調
に

推
進
で
き
て
い
る
事
を
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　さ
て
、私
た
ち
の
取
り
巻
く
情
勢
で
す
が
、

雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
雇
用
者
数
が
二
ヵ

月
連
続
で
大
幅
に
増
加
し
た
た
め
、
失
業

率
は
〇
・
五
％
と
低
水
準
で
推
移
し
て
お

り
、有
効
求
人
倍
率
も
、一
・
五
八
倍
と
高

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。先
行
き
の
展
望

を
み
る
と
、景
気
の
回
復
を
受
け
て
雇
用
情

勢
の
改
善
が
続
く
見
込
み
で
あ
り
、人
手
不

足
と
企
業
収
益
の
改
善
を
背
景
に
企
業
が

非
正
社
員
を
正
社
員
化
す
る
意
欲
は
高
ま

る
方
向
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。企
業
の
採

用
意
欲
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
反
面
、少
子

高
齢
化
の
影
響
を
受
け
て
、
中
高
齢
者
や

女
性
、
外
国
人
な
ど
の
働
く
方
も
多
様
化

し
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
背
景
を
受

け
、働
く
者
の
安
心
・
安
全
と
健
康
を
守
る

た
め
に
、私
た
ち
の
役
割
は
従
来
以
上
に
重

要
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　第
一
二
次
労
働
災
害
防
止
計
画
は
三
月

末
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
三
〇

年
四
月
現
在
、横
須
賀
労
働
基
準
監
督
署

管
内
の
災
害
は
前
年
に
比
べ
一
二
名
、
三

二
・
四
％
増
の
状
況
で
あ
り
、
芳
し
く
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。更
な
る
労
働
災
害

の
減
少
を
目
指
し
て
、新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
、第
一
三
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に
沿

っ
た
活
動
を
最
重
点
課
題
と
位
置
付
け
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
災
害
防

止
計
画
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
お
け

る
産
業
災
害
や
職
業
性
疾
病
の
急
増
を
踏

ま
え
、
一
九
五
八
年
に
第
一
次
の
計
画
が

策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
後
社
会
経

済
の
情
勢
や
技
術
革
新
、
働
き
方
の
変
化

等
に
対
応
し
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
一
二
次
に

わ
た
り
策
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
安

全
衛
生
活
動
の
目
標
等
を
示
し
て
取
組
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、我
が
国
の
労
働
現

場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
水
準
向
上
に
寄

与
し
た
計
画
で
す
。

 

し
か
し
な
が
ら
、近
年
の
状
況
を
見
る
と
、

労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
の
数
こ
そ
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、い
ま
だ
ゼ
ロ
に
は
な
ら

ず
、尊
い
命
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、労

働
災
害
に
よ
る
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
者

の
数
は
、か
つ
て
の
よ
う
な
減
少
は
望
め
ず
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
切
り
口
や
視
点
で

の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　ま
た
、心
と
か
ら
だ
の
健
康
及
び
快
適
職

場
作
り
に
向
け
ま
し
て
も
、長
時
間
労
働
の

抑
制
対
策
、過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害

防
止
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、従
来

か
ら
の
取
り
組
み
を
堅
実
に
実
施
し
環
境

の
変
化
に
即
応
し
な
が
ら
柔
軟
に
活
動
内

容
を
進
化
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
は
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
が
二

五
年
振
り
に
神
奈
川
横
浜
の
地
で
開
催
さ

れ
ま
す
。多
く
の
素
晴
ら
し
い
改
善
事
例
を

聞
く
事
が
で
き
、自
社
の
悩
み
の
解
決
の
一

助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。多
く
の
方
に
参
加

頂
き
ぜ
ひ
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
る
よ
う

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
、厳
し
い
企
業
努
力
が
続
く
中
、

会
員
の
皆
様
と
共
に
安
全
で
働
き
が
い
と

生
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し

て
、歴
代
の
役
員
の
皆
様
が
積
み
上
げ
て
こ

　
平
成
三
〇
年
定
時
総
会
に
お
い
て
、

支
部
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
二
名

の
方
に
、
労
務
安
全
衛
生
功
労
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◇ 

労
務
安
全
衛
生
功
労
賞 

◇

　
（
株
）
サ
ン
テ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
中
澤 

朋
博 

殿

　
会
計
、
会
計
監
査
お
よ
び
企
画
会
議

メ
ン
バ
ー
と
し
て
当
支
部
に
大
い
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
産
自
動
車
（
株
）
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
畑
山 

春
雄 

殿

　
支
部
役
員
と
し
て
長
年
広
報
部
会
を

担
当
さ
れ
、
支
部
報
の
発
行
等
を
通
じ
、

当
支
部
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ら
れ
た
良
き
歴
史
を
守
り
、
更
に
横
須
賀

支
部
が
発
展
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
最
後
に
横
須
賀
地
区
で
の
業
務
の
経
験

も
少
な
く
、
期
待
に
お
応
え
で
き
る
の
か
と

不
安
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、横
須
賀
支
部
発

展
の
た
め
に
横
須
賀
労
働
基
準
監
督
署
の

皆
様
の
相
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
と
、

支
部
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
の
ご
指
導

を
頂
き
な
が
ら
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



《５月～７月行事計画》 
【５月度】

☆安全管理者選任時研修

　開催日：５月１６日（水）

　会　場：日産自動車㈱追浜工場

　　　　　　　　　体育館研修棟

☆玉掛け技能講習会

　開催日：（学科）５月２２日（火）

　　　　　　　　　　２３日（水）

　　　　　（実技）５月２７日（日）

　会　場：ヴェルクよこすか及び

　　　　　　　　　池内精工（株）

【６月度】

☆優良企業見学会

　開催日：６月１５日（金）

　見学先：①花王　川崎工場

　　　　：②東京消防庁本所防災館

　(地震･消火･水害･暴風が体験出来ます )

☆職長安全衛生教育

　開催日：６月１８日（月）

　　　　　　　１９日（火）

　会　場：ヴェルクよこすか

☆粉じん作業特別教育

　開催日：６月２６日（火）

　会　場：ヴェルクよこすか

【７月度】

☆危険予知訓練研修会

　開催日：７月６日（金）

　会　場：ヴェルクよこすか

☆労務管理講習会

　開催日：７月１８日（水）

　会　場：横須賀商工会議所

＊ご注意
会場予約・講師の都合により日程
を変更する場合があります。詳細は
その都度発行される案内をご参照
下さい。

平成３０年度　全国安全週間
横須賀地区推進大会

　平成３０年度第９１回全国安全週間（７月１日～７月７

日）とその準備期間（６月１日～６月３０日）の活動を積極

的に推進するため、標記横須賀地区推進大会を下記の通り開

催致します。

　会員事業所のみなさま多数のご参加をお願い申し上げま

す。

記

１．日 時　６月６日（水）１３：３０～１６：１５

２．場 所　横須賀市立勤労福祉会館

　　　　　　　　　（ヴェルクよこすか）６階ホール

３．主 唱　横須賀労働基準監督署

主 催　横須賀地区災防団体等連絡協議会

ご　案　内
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http://www.roaneikyo.or.jp/shibu/yokosuka/index.html

安衛協横須賀支部 検 索 でＨＰを確認できます

２０１８年５月 第２４３号

（平成３０年４月～平成３２年３月）

支 部 長

（公社）　神奈川労務安全衛生協会横須賀支部役員構成 

労働条件の向上を図

る為、労働管理の教

育・研修会・講習会

等の実施

産業安全の確保を

定着させる為、安全

の教育・調査研究会

・講習会等の実施

労働衛生水準の向上

と健康保持増進の教

育・研究会・講習会

等の実施

役員は全て各部会員となり部会主催行事での支援等で活動されます

会員相互間の見学研修

・情報提供を目的とする

行事・広報・表彰等、必

要事項の推進

副支部長

労務管理部会 安全部会 労働衛生部会 広報部会 会  計

☆部会長

     ㈱ニフコ

○副部会長

　相模運輸倉庫㈱

○部会役員　

・東邦化学工業㈱
　　　　追浜工場

・横浜製機㈱

☆部会長

　東芝ライテック ㈱

○副部会長

　㈱ＪＶＣケンウッド

○部会役員　

・㈱オカムラ 生産本部

　　　　　 追浜事業所

・㈱京急油壺マリンパーク

・㈱ニコン横須賀製作所

・㈱北斗

・㈱やまびこ

　　　横須賀事業所

☆部会長

　住友重機械工業㈱

　　　横須賀製造所

○副部会長

　池内精工 ㈱

○部会役員　

・アディエント合同会社
　　　　　　　追浜工場

・京浜発條㈱

・日本プラスチックス・

　テクノロジーズ㈱神奈川工場

☆部会長

   ㈱グローバル･ニュークリア･
　　　　　　　　 フュエル･ジャパン

○副部会長

　シンジーテック㈱

　　　横須賀事業場

○部会役員　

・㈱イシカワ製作所

・関東化成工業㈱

・(一財団)電力中央研究所

・日産自動車㈱総合研究所

・横須賀支部事務局

☆会計
   ㈱ニフコ

☆事務局長

☆：企画会議を構成する ○㈱サンテック

○カルソニックカンセイ㈱

　　　　　　　 追浜工場

会計監査

☆住友重機械工業㈱横須賀製造所

☆日産自動車㈱追浜工場



　
平
成
二
九
年
に
お
け
る
労
働
災
害
発

生
件
数
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
の
確
定
と
は
、
平
成
二

九
年
の
一
月
〜
一
二
月
に
発
生
し
た
休

業
四
日
以
上
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
、

提
出
さ
れ
た
労
働
者
死
傷
病
報
告
（
様

式
第
二
三
号
）
の
受
理
件
数
に
つ
い

て
、
統
計
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
の

締
切
日
を
設
け
、
統
計
数
値
の
確
定
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
統
計
と
し
て
は
、
全
産
業
に
お
い
て

三
七
九
件
と
前
年
（
三
五
七
件
）
に
対

し
て
二
二
件
、
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
加
と
な
り
、
残
念
な
こ
と
に
死
亡
災

害
も
一
件
発
生
し
て
一
名
の
尊
い
命
を

失
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
死
亡
災
害
は
も
と
よ
り
、
労
働
災
害

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

各
事
業
場
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り

一
層
の
労
働
災
害
防
止
へ
の
取
組
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
全
国
の
労
働
災
害
統
計
に
つ
い

て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://a
n
zen
in
fo
.m
h
lw
.g
o
.jp
/u
se

r/a
n
ze
n
/to
k
/to
u
k
e
i_
in
d
e
x
.h
tm
l

）

神
奈
川
の
労
働
災
害
統
計
に
つ
い
て

は
、
神
奈
川
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://jsite.m

h
lw
.g
o
.jp
/k
a
n
a
g
a

w
a
-ro
u
d
o
u
k
y
o
k
u
/jirei_to

u
k
ei/a
n
z

e
n
_
e
ise
i.h
tm
l

）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
四
月
一
日
付
で
横
須
賀
署
の
署

長
に
就
任
さ
れ
た
湯
川
　
和
彦
氏
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
五
九
年
四
月
に
労
働
基
準
監
督

官
と
し
て
採
用
さ
れ
て
か
ら
兵
庫
局
姫

路
署
、
山
形
局
村
山
署
、
鶴
岡
署（
現
庄

内
署
）を
経
て
、
平
成
三
年
四
月
に
神
奈

川
労
働
局
へ
、
以
降
神
奈
川
局
内
各
監

労
働
災
害
発
生
状
況 

督
署
と
労
働
基
準
部
の
安
全
課
を
除
く

各
課
で
、
労
働
基
準
関
係
の
業
務
を
主

に
従
事
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。　

　
前
任
地
は
平
塚
署
で
、
横
須
賀
署
勤

務
は
初
め
て
と
の
こ
と
。

　
着
任
か
ら
日
が
浅
く
、
現
在
の
お
住

ま
い
も
鎌
倉
市
と
い
う
こ
と
で
、
横
須

賀
の
こ
と
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
よ

う
で
す
が
、
過
去
に
勤
務
経
験
の
あ
る

他
の
職
員
か
ら
良
い
と
こ
ろ
だ
と
聞
い

て
赴
任
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
休
日
に
は
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
や
、
の
ん

び
り
過
ご
す
と
い
う
湯
川
署
長
に
、
読

者
へ
伝
え
た
い
こ
と
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
労
働
災
害
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
日
々
事
業
活
動
に
従
事
し

て
い
る
事
業
者
や
労
働
者
の
方
々
で
す
。

『
労
働
災
害
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
』と
い
う
認
識
を
、
労
使
で
共
有
し
て

い
た
だ
き
、
一
体
と
な
っ
て
労
働
災
害

の
防
止
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
く
だ
さ
り
ま
し
た
。　

　
今
年
度
は
第
一
三
次
労
働
災
害
防
止

計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
な
の
で
、
よ
り

一
層
の
労
働
災
害
の
減
少
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
述
べ
ら
れ
、
神
奈
川
県
内
で

の
開
催
が
四
半
世
紀
ぶ
り
と
な
る
第
七

七
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
が
横
浜

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
事
業
場

に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
い
で
す
。

と
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。（
文
責
　
山
田
）

横須賀労働基準監督署
署　長

湯川　和彦 氏

２０１８年５月第２４３号

湯川

木　暮

安全衛生課監督課 労災課

労災課長

サーバー室

　
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
の
人
事
異
動

で
、
横
須
賀
労
働
基
準
監
督
署
の
職
員

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
＊
が
新
任
者
で
す
。
）

署
　
長
　
　
　
　
　
　
＊
湯
川
　
和
彦

監
督
課

監
督
課
長
　
　
　
　
　
　
福
田
　
勝
巳

労
働
基
準
監
督
官
　
　
　
古
谷
　
寛
之

労
働
基
準
監
督
官
　
　
＊
松
本
　
紗
和

労
働
基
準
監
督
官
　
　
　
中
川
　
裕
大

労
働
基
準
監
督
官
　
　
＊
細
田
　
万
椰

労
働
基
準
監
督
官
　
　
　
田
上
　
　
舞

総
合
労
働
相
談
員
　
　
　
太
田
　
裕
輔

総
合
労
働
相
談
員
　
　
＊
高
坂
　
賢
一

三
六
協
定
点
検
指
導
員
　
川
名
　
隆
憲

未
払
賃
金
等
調
査
補
助
員
寺
西
　
　
恵

安
全
衛
生
課

安
全
衛
生
課
長
　
　
　
＊
松
山
　
公
紀

労
働
基
準
監
督
官
　
　
　
藤
田
　
知
也

石
綿
届
出
等
点
検
指
導
員
大
塚
た
き
子

計
画
届
審
査
員
　
　
　
＊
丸
茂
　
　
勉

労
災
課

労
災
課
長
　
　
　
　
　
　
木
暮
　
　
猛

労
災
認
定
調
査
官
　
　
　
松
井
　
智
子

給
付
調
査
官
　
　
　
　
＊
岩
崎
　
貴
弘

補
償
係
長
　
　
　
　
　
＊
立
﨑
菜
穂
子

給
付
調
査
官(

再
任
用) 

　
山
田
　
雅
史

労
災
保
険
調
査
員
　
　
　
田
中
万
悠
子

社
会
復
帰
相
談
員
　
　
　
長
島
百
合
美

通
勤
災
害
調
査
員
　
　
　
古
海
　
　
実

通
勤
災
害
調
査
員
　
　
　
小
杉
　
道
代

事
務
補
助
員
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
泉

事
務
補
助
員
　
　
　
　
＊
瀧
本
　
祐
子

岩　崎

山　田
給付調査官

立　﨑
補償係長

田中

松　山
安全衛生課長

大　塚
石綿点検指導員

藤　田
労働基準監督官

長　島
社会復帰相談員

古　海
通勤災害調査員

小　杉
事務補助員
瀧　本

通勤災害調査員

福　田
監督課長

古　谷
労働基準監督官

松　本
労働基準監督官

田　上
労働基準監督官

細　田
労働基準監督官

中　川
労働基準監督官

川　名
３６点検指導員

高　坂
総合労働相談員

太　田
総合労働相談員

受付カウンター受付カウンター

第二聴取室 第一聴取室

会議室 認定室

署長室

給付調査官

労災保険調査員

松　井
労災認定調査官

事務補助員
佐々木

丸　茂
計画届審査員

未払賃金等調査補助員
寺　西

   　 　食料品製造 18 (1) 18 (1)
      　繊維工業 -
      　衣服その他の繊維 -
      　木材・木製品 1 -1 -100.0%
      　家具・装備品 1 -1 -100.0%
      　パルプ等 -
      　印刷・製本 -
      　化学工業 3 3 -
      　窯業土石 1 1
      　鉄鋼業 -
      　非鉄金属 -
      　金属製品 3 3 -
      　一般機械器具 1 3 -2 -66.7%
      　電気機械器具 1 1 -
      　輸送機械製造 14 15 -1 -6.7%
      　電気・ガス -
      　その他の製造 6 3 3 100.0%
01　製造業小計 47 (1) 42 5 (1) 11.9%
02　鉱業 -
      　土木工事 20 15 (1) 5 -(1) 33.3%
         　 鉄骨・鉄筋家屋 3 9 (1) -6 -(1) -66.7%

          　木造家屋建築 5 11 -6 -54.5%

          　建築設備工事 1 3 -2 -66.7%

          　その他の建築工事 15 20 -5 -25.0%

      　建築工事 24 43 (1) -19 -(1) -44.2%
      　その他の建設 4 2 2 100.0%
03　建設業小計 48 60 (2) -12 -(2) -20.0%
      　鉄道等 3 3 -
      　道路旅客 31 30 1 3.3%
      　道路貨物運送 23 20 3 15.0%
      　その他の運輸交通 -
04　運輸交通業小計 57 50 7 14.0%
      　陸上貨物 2 4 -2 -50.0%
      　港湾運送業 1 -1 -100.0%
05　貨物取扱小計 2 5 -3 -60.0%
      　農業 10 6 4 66.7%
      　林業 -
06　農林業小計 10 6 4 66.7%
      　畜産業 -
      　水産業 3 3 -
07　畜産・水産業小計 3 3 -
      　卸売業 4 3 1 33.3%
      　小売業 36 41 -5 -12.2%
      　理美容業 -
      　その他の商業 2 -2 -100.0%
08　商業小計 40 46 -6 -13.0%
      　金融業 1 1 -
      　広告・あっせん 1 -1 -100.0%
09　金融広告業小計 1 1
10　映画・演劇業 -
11　通信業 10 7 3 42.9%
12　教育研究 6 7 -1 -14.3%
      　医療保健業 6 6
      　社会福祉施設 60 45 15 33.3%
      　その他の保健衛生 2 2
13　保健衛生業小計 68 53 15 28.3%
      　旅館業 2 2
      　飲食店 20 23 -3 -13.0%
      　その他の接客 9 6 3 50.0%
14　接客娯楽小計 31 31
15　清掃・と畜 20 14 6 42.9%
16　官公署 -
      　派遣業 1 -1 -100.0%
      　その他の事業 36 34 (1) 2 -(1) 5.9%
17　その他の事業小計 36 35 (1) 1 -(1) 2.9%

合　　　計 379 (1) 357 (3) 22 -(2) 6.2%
※　各欄左側の数字は休業4日以上の災害件数、右側 （   ） 内は死亡災害件数  （内数）

平成２９年労働者死傷病報告受理状況（確定）横須賀労働基準監督署

業　　 種
当   年 前   年

増減数 増減率
(平成２９年) (平成２８年)



聴講風景

講義される松山安全衛生課長

　
去
る
四
月
一
二
日
（
木
）
横
須
賀
市

立
勤
労
福
祉
会
館
に
於
い
て
、
新
入
社

員
安
全
衛
生
教
育
が
、
四
〇
名
の
参
加

者
の
も
と
、
二
名
の
講
師
の
方
が
各
分

野
の
講
義
を
さ
れ
、
受
講
者
は
熱
心
に

聴
講
し
た
。

　
講
習
会
は
ま
ず
、
横
須
賀
労
働
基
準

監
督
署
安
全
衛
生
課
長
の
松
山
公
紀
氏

よ
り
、
「
労
働
基
準
監
督
署
と
皆
さ
ん

と
の
関
わ
り
〜
労
働
基
準
監
督
署
の
業

務
及
び
法
令
等
〜
」
と
題
し
、
初
め
に

労
働
基
準
監
督
署
の
役
割
を
監
督
課
、

安
全
衛
生
課
、
労
災
課
と
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
二
三
年
の
監
督
指
導
の

状
況
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
約
六
七
％
の

事
業
場
に
お
い
て
何
ら
か
の
労
働
基
準

関
係
法
令
違
反
が
あ
る
こ
と
、
休
業
四

日
以
上
の
被
災
者
数
は
平
成
二
八
年
が

三
五
七
名
で
平
成
二
九
年
は
三
七
九
名

と
微
増
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
安
全
の
考
え
方
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
「
安
全
活
動
を
進
め
る
に
は

幅
広
い
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
と
様
々

な
こ
と
に
対
応
で
き
な
い
」
と
始
め
ら

れ
、
「
安
全
と
は
誰
が
見
て
も
許
容
可

能
な
水
準
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
状
態
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
定
義
と

リ
ス
ク
対
応
の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
①
リ
ス
ク
の
回
避
、
②
リ
ス
ク

の
最
適
化
、
③
管
理
的
対
策
、
④
個
人

用
保
護
具
使
用
の
順
に
進
め
る
の
が
良

い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、
自
分
で
も
気
が
付
か

な
い
所
で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、
重
症

に
な
る
と
自
分
で
は
対
応
で
き
な
く
な

る
の
で
、
早
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

事
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
連
情
報
で
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
こ

こ
ろ
の
耳
」
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
長
い
社
会
人
生

に
な
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
怪
我
が
無

い
様
に
し
て
下
さ
い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

新
人
社
員

  

安
全
衛
生
教
育

　
　
講
習
会
開
催

平成３０年度

　
次
に
、
住
友
重
機
械
工
業
㈱
横
須
賀

製
造
所
の
棚
橋
満
氏
よ
り
怪
我
や
病
気

を
し
な
い
為
に
、
七
分
類
に
分
け
て
質

問
形
式
を
交
え
、
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
①
安
全
に
つ
な
が
る
仕
事
の
基

本
」
で
は
安
全
第
一
の
考
え
方
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
「
②
職
場
の
安
全
衛
生

管
理
」
の
項
で
は
、
災
害
の
分
類
や
安

全
衛
生
法
の
内
容
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

「
③
安
全
な
仕
事
の
基
本
」
「
④
安
全

な
仕
事
の
進
め
方
」
「
⑤
安
全
で
快
適

な
環
境
の
た
め
に
」
「
⑥
日
常
生
活
で

も
気
を
付
け
よ
う
」
「
⑦
健
康
に
過
ご

す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
講
義
が

あ
り
ま
し
た
。

　
細
か
い
所
ま
で
は
覚
え
き
れ
な
い
程

に
濃
い
内
容
の
講
習
会
で
あ
っ
た
が
、

本
日
の
内
容
を
職
場
で
実
践
し
な
が
ら

事
故
や
災
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
健
康

で
元
気
に
働
け
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
　
文
責
　
畑
山
）
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